
自公のバラマキ

14兆円
｢経済危機対策」
ツケは消費税増税 と

ん
で
も

底
な
し
の
負
担
増

　

自
公
政
権
の
「
経
済
危
機
対
策
」。14
兆
円
の
メ

ニ
ュ
ー
は
、大
資
産
家
の
贈
与
税
減
税
や
大
企
業
へ
の

減
税
、
ム
ダ
な
公
共
事
業
な
ど
が
目
白
押
し
。こ
れ
ま

で
の
社
会
保
障
の
削
減
や
非
正
規
労
働
者
を
激
増
さ

せ
た
雇
用
政
策
、国
民
に
負
担
を
お
し
つ
け
た
経
済
政

策
へ
の
反
省
も
転
換
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
も
、こ
の
バ
ラ
マ
キ
の
財
源
は
国
債
の
大
量
発

行
。そ
の
ツ
ケ
は
２
０
１
１
年
に
計
画
さ
れ
て
い
る

「
消
費
税
を
含
む
税
制
の
抜
本
改
革
」（
麻
生
首
相
）で
、

国
民
に
増
税
お
し
つ
け
│
│
こ
れ
で
は
景
気
も
回
復

せ
ず
、く
ら
し
へ
の
打
撃
を
加
速
さ
せ
る
だ
け
で
す
。

な
い日

本
共
産
党
は
消
費
税
に
頼
ら
ず

社
会
保
障
を
充
実
し
ま
す

　

切
り
捨
て
が
す
す
む
医
療
、

年
金
、
介
護…

。自
公
政
権
が

社
会
保
障
費
を
毎
年
２
２
０

０
億
円
も
削
っ
て
き
た
か
ら

で
す
。日
本
共
産
党
は
こ
の
路

線
を
転
換
し
、
社
会
保
障
を
拡

充
し
ま
す
。財
源
は
、①
グ
ア

ム
米
軍
基
地
建
設
な
ど
あ
ら

ゆ
る
ム
ダ
を
な
く
す
、②
大
企

業
・
大
資
産
家
へ
の
ゆ
き
す

ぎ
た
減
税
を
も
と
に
も
ど
す

│
│
こ
の
２
つ
の
「
聖
域
」
に

メ
ス
を
入
れ
れ
ば
、
消
費
税
に

頼
ら
な
く
て
も
大
丈
夫
で
す
。

●社会保障費のカットをやめる　　　　　２２００億円
●生活保護の母子・老齢加算の復活　　　　６７０億円
●障害者福祉の「応益負担」廃止　　　　　　３２０億円
●後期高齢者医療制度の廃止　　　　　　２７００億円
●国の制度として子どもの医療費無料化　１５００億円
●国保料（税）のひとり１万円の引き下げ　４０００億円

食料品にかかる消費税減税もできます

●社会保障費のカ トをやめる ２２００億円

１ あらゆるムダにメスをいれる
軍事費　５兆円　
米軍への思いやり予算　２５００億円
グアム移転経費の日本負担　６１００億円
政党助成金　３２０億円
大型開発
ダム関連事業費　２５９１億円
スーパー中枢港湾　６２０億円
大都市圏拠点空港　２８５億円
０９年度補正の大型開発　２．１兆円　など

2 大企業、大資産家への
ゆきすぎた減税をただす　７兆円
法人税引き下げ、研究開発減税など　５兆円
証券優遇税制など　２兆円

こ
う
し
て

こ
う
し
て

「
社
会
保
障
の
た
め
」は
、ウ
ソ
、偽
り
で
す

　

消
費
税
導
入
か
ら
20
年
。サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
医
療

の
窓
口
負
担
は
１
割
か
ら
３
割
へ
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
創
設
、
年
金
支
給
は
60
歳
か
ら
65
歳
に

と
、
社
会
保
障
は
悪
く
な
る
ば
か
り
。そ
れ
で
は
消

費
税
は
ど
こ
へ
？　

法
人
税
の
減
収
や
軍
事
費
増

の
穴
埋
め
で
し
た
。し
か
も
、
こ
ん
ど
の
14
兆
円
の

バ
ラ
マ
キ
の
あ
と
始
末
も
消
費
税
の
増
税
で
す
。中

小
零
細
業
者
に
と
っ
て
は
『
営
業
破
壊
税
』
で
す
。

「
社
会
保
障
の
た
め
」は
、
過
去
も
将
来
も
ま
っ
た
く

の
偽
り
で
す
。

消
費
税
だ
の
み　

民
主
も
同
じ

政
府
の
い
う

政
府
の
い
う

２１３兆円
消費税収額
（1989～2009年）

法人３税の
減収額

（1990～
2009年度）

１８２兆円

1989年度
以降の

軍事費
の増額
２１．４
兆円

「
自
動
車
、電
機
メ
ー
カ
ー
の
た
め
の
補
助
金
や

減
税
策
、
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
向
け
の
大
型
開
発
と

い
っ
た
バ
ラ
マ
キ
の
一
方
で
、
社
会
保
障
抑
制

『
骨
太
』
路
線
の
転
換
策
は
一
つ
も
な
い
。借
金

の
ツ
ケ
は
消
費
税
増
税
の
お
し
つ
け
」
と
政
府

姿
勢
を
批
判
す
る
塩
川
衆
院
議
員

日本共産党

総
選
挙 

日
本
共
産
党
の
躍
進
で
増
税
ス
ト
ッ
プ
を

総
選
挙 

日
本
共
産
党
の
躍
進
で
増
税
ス
ト
ッ
プ
を
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政治の
責任で中小零細業者のくらし

と仕事をまもれ
銀行による貸し渋り･貸しはがし、大企業の“下請けたたき”やめよ

企
業･

団
体
献
金
を
受
け
取
ら
な
い
政
党
だ
か
ら

財
界･

大
企
業
に
ズ
バ
リ
と
物
が
言
え
ま
す

日
本
共
産
党

大不況の
しわよせ
から

雇
用
や
社
会
保
障
、中
小
企
業
対
策
を
優
先
さ
せ
、庶
民
の

暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
、み
な
さ
ん
と
力
を
あ
わ
せ
ま
す

党
中
央
委
員

衆
議
院
議
員（
三
期
）

塩
川
て
つ
や

党
北
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

国
政
対
策
委
員
長

あ
や
べ
澄
子

党
準
中
央
委
員

茨
城
県
委
員
長

田
谷
た
け
お

党
国
会
議
員
団

群
馬
県
事
務
所
長

酒
井　

宏
明

党
国
会
議
員
団

埼
玉
県
事
務
所
長

伊
藤　

岳

党
埼
玉
県
く
ら
し
・

雇
用
対
策
責
任
者

桜
井
は
る
子

党
栃
木
県
く
ら
し･

雇
用
対
策
本
部
長

小
池　

一
徳

　

世
界
的
な
経
済
危
機
の
も
と

で
政
治
が
誰
を
守
り
、
ど
う
景

気
を
回
復
し
て
い
く
か―

。日

本
共
産
党
の
志
位
和
夫
委
員

長
、
塩
川
て
つ
や
衆
院
議
員
ら

は
２
０
０
９
年
４
月
８
日
、
茨

城
県
水
戸
市
で
商
店
主
や
中
小

企
業
家
、
労
働
・
福
祉
・
業
者

な
ど
幅
広
い
団
体
の
関
係
者
、

議
会
関
係
者
ら
と
懇
談
し
、
質

問
や
意
見
に
こ
た
え
ま
し
た
。

　

志
位
委
員
長
は
と
り
わ
け
、

中
小
企
業
の
経
営
を
守
る
こ
と

が
い
か
に
内
需
拡
大
に
つ
な
が

る
か
を
力
説
。中
小
企
業
の
特

徴
と
し
て
▽「
利
益
の
最
大
化
」

よ
り「
雇
用
確
保
」や「
社
会
貢

献
」
を
重
視
す
る
▽
地
域
経
済

へ
の
波
及
効
果
が
大
き
く
、
も

う
け
が
地
域
経
済
に
還
元
さ
れ

る
▽
高
い
技
術
を
持
つ
、
か
け

が
え
の
な
い
経
済
・
文
化
資
源

▽
地
域
経
済
に
根
ざ
し
社
会
的

責
任
を
果
た
す―

の
４
点
を
あ

げ
、「
非
正
規
切
り
」を
す
す
め

る
大
企
業
と
は
正
反
対
だ
と
の

べ
ま
し
た
。

　

深
刻
な
経
済
状
態
の
な
か

で
、ま
ず
雇
用
や
社
会
保
障
、中

小
企
業
対
策
を
優
先
さ
せ
、
庶

民
の
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
に
政

治
の
責
任
が
あ
り
ま
す
。日
本

共
産
党
は
、
日
本
経
済
を
健
全

な
道
に
導
く
と
い
う
立
場
で
み

な
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
頑
張
り

ま
す
。

正面左から、あやべ澄子党北関東ブロック国政対策委員長、
塩川てつや衆院議員、志位和夫委員長、田谷たけお党茨城県
委員長ら＝４月８日、水戸市内

志
位
委
員
長･

塩
川
衆
院
議
員

ら

商
店
主･

中
小
企
業
家
と
懇
談

所得税法第56条
　中小業者の家族従業員の給料は必要
経費として認めないことを定めた条
項。今の税制では、どんなに長時間働い
ても、事業主や家族従業員の働き分を
認めていません。「給与」そのものが認
められないため、税金は重く社会保障
制度でも不利益が生じています。

　

中
小
企
業
の
家
族
従
業
員
の
給
与

を
必
要
経
費
と
認
め
な
い
、
所
得
税

法
56
条
に
つ
い
て
、「
働
く
人
間
の
給

与
を
認
め
な
い
の
は
税
法
上
の
人
権

に
か
か
わ
る
。見
直
し
を
求
め
る
」と

大
門
み
き
し
参
院
議
員
が
、
２
０
０

９
年
３
月
24
日
の
財
政

金
融
委
員
会
で
要
求
。

与
謝
野
財
務
・
金
融
・

経
済
財
政
担
当
大
臣
は

「
研
究
し
て
み
る
」と
答

弁
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
か
た
く

な
に
認
め
て
こ
な
か
っ

た
財
務
省
を
、
一
歩
動

か
す
大
き
な
成
果
で

す
。

業
者
の
家
族

従
業
員
給
与「
研
究
し
て
み
る
」財
務
大
臣

が
答
弁

大
門
参
院
議
員

が
国
会
で
要
求


